新型コロナウイルス感染症に従業者が感染した
場合の傷害保険適用における特例に関する規約
鹿児島県の介護保険法又は障害者総合支援法に基づくサービス事業所及びその他の介護・福祉関係事業所（以下「介護事業所」という。）の従業者がサービス提供において新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）に感染した場合に対応するための傷害保険について、奄美大島介護事業所協議会（以下「当協議会」という。）が、鹿児島県を代表として引受保険会社（東京海上日動火災保険株式会社）と保険契約を締結するため、当協議会規約（以下「規約」という。）の一部を特例的に変更するものである。

（本会の会員）

第１条　規約第５条の本会会員の要件については、介護事業所の所在地の制限を行なっていないが、念のため、奄美大島に所在する介護事業所に限定されないことを確認し、奄美大島以外の鹿児島県内に所在する介護事業所についても、当該傷害保険の適用を目的として当協議会の会員になる（以下「保険適用事業所」という。）ことを認めるものとする。
（会員の資格喪失）

第２条　保険適用事業所については、規約第６条の会員資格の喪失事由中、第３項「当該年度中に会費を納入しなかった場合」を適用しないものとする。
（会費）
第３条　保険適用事業所については、規約第８条の会費については、これを徴収しないものとする。
（附則）
本規約は、理事総数の過半数の承認が得られた日（令和３年２月２２日）から適用する。

